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除草剤による

ナガエツルノゲイトウの防除について

R8.1.30 多面的機能保全向上活動発表会

農地でのナガエツルノゲイトウ発生状況

水系（用排水路）を介して拡大

2
水路の泥上げから畦畔に定着水口から本田に侵入

取水口



農地でのナガエツルノゲイトウ発生状況

3

フレールモアによる
草刈りの断片が定着

草刈り等の断片化により、拡大・定着

農地でのナガエツルノゲイトウ発生状況

ひとたび農地に定着すると物理的な除去は困難
⇒除草剤により、密度を抑えることが必要 4

畦畔のナガエを刈り取っても
1か月程度で再生する

除草前（6月4日）除草後

8日後 20日後 30日後

↑地際から再生



除草剤は効かないのか？
～現地試験の結果～

発生地区の畦畔にて以下の除草剤の効果確認を行った。

■ ラウンドアップマックスロード
・茎葉処理剤（葉や茎から吸収されて枯らす効果がある薬剤）

・根まで枯らす効果がある。

■ ロイヤント乳剤
・茎葉処理剤。地上部を枯らす効果。
・畦畔だけでなく、本田で中後期剤として使用可能。

■ カソロン粒剤４．５
・土壌処理剤（土壌表面に処理層が形成され根や芽を枯らす薬剤）

・春先に散布して地下部を枯らす効果がある。
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除草剤試験結果（ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞ）

・散布5日後には葉が黄化してしおれ、10日後には地上部は枯死。

・しかし、21日後に地際付近から再生芽を確認。その後、再度繁茂。

⇒地上部は枯れたが、根まで枯らす効果は確認できなかった
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散布直前（6/19） 散布５日後 散布２１日後



除草剤試験結果（ロイヤント乳剤）

・散布数日で葉が黄化、10日後には葉が落ちて茎だけになった。

・散布４週間後に地際、一部の節から再生芽を確認した。

・ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ含む広葉雑草に高い効果。イネ科雑草は残る。

⇒地上部を枯らす効果は確認された
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散布直前（6/13） 散布４日後 散布２１日後

除草剤試験結果（カソロン粒剤4.5）

・ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ発生畦畔にて萌芽まえの３月中旬に散布
・対照区（無散布）では４月３日に萌芽し、繁茂したが、
カソロン散布区では５月下旬まで発生を抑えられた。

8

ｶｿﾛﾝ散布区← →無散布区

展示区（ｶｿﾛﾝ粒剤4.5散布） 対照区（無散布）

対照区1㎡で採取したナガエ

【写真】5/12の様子



除草剤は効かないのか？
～現地試験の結果～

【現地試験でわかったこと】

■ 除草剤は一定の効果がある

茎葉処理剤で地上部を枯らすことができる

土壌処理剤で萌芽を遅らせる、密度を減らすことができる

■ 1回の散布で根まで枯らして絶やすことはできない

【除草剤による防除のポイント】

■ 薬剤の特性に応じたタイミングで散布する

茎葉処理剤は茎・葉にしっかりかかるように散布する

土壌処理剤は適切な時期に散布（ｶｿﾛﾝ粒剤・・・春先）

■ 除草剤の体系処理で密度を抑えることが重要

9

除草剤による防除技術について

・農研機構が2025年5月に防除マニュアルを作成
・2025年の農業技術10大ニュースに選ばれている

10




